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はじめに 

平成 16 年 10 月 23 日 17 時 56 分、突然震

度 7の激震が川口町を襲った。 

全壊 1,105 棟、大規模半壊 208 棟、半壊

545 棟、全半壊率 42.2%、死者 4名と多大な

被害を被った。地震直後には、町民全戸に

(1,595 世帯 5,692 人)に避難勧告が出され

自宅からの避難を余儀なくされる。電気を

始めガス、水道、下水道等のライフラインは

全て使用不能となる。又鉄道、高速道路、国

道など川口町に通じる交通網も全て不通と

なり、電話等の通信手段も不通となる。 

このような中でのボランティア活動につ

いて述べる。 

 

 

ボランティアセンター設置状況 

公共建物が使用できない中、まずセンタ

ーの場所を確保することが必要であった。

そこで社協の脇の駐車場にテントを張り、

県社協(県ボランティアセンター)の協力を

得ながら昨年の 10 月 30 日災害ボランティ

アセンターを立ち上げました。社協の施設

は在宅で介護サービスを受けている高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を中心とした避難住民を受け入れて、職員

はその介護に従事したため、ボランティア

センターの運営は県外から駆けつけてくれ

た長期滞在者ボランティアが中心となりま

した。 

屋外でのボランテイアセンター設置であ

り、センター機能を維持するための事務機

器、電気、電話、テント等を備えるために、

町、県、駆けつけてくれた社協、ボランティ

ア団体から必要なものをそろえた。 

発電機、印刷機、コピー機、ファックス、

パソコン、携帯電話、事務用品(用紙、ガム

テープ、筆記用具)机、いす、コンテナハウ

ス、仮設トイレ、電気配線工事、無線機の設

置、管内地図等を確保し、ホームページの開

設、ぬくもりニュースの発行(住民への情報

伝達)等の活動を行った。 

組織体制として庶務、物資、広報、総務、

活動班を立ち上げ行政との連絡には役場職

員が 1 名入り行政と連携をとれる体制をと

った。 

住民及び、社協も災害時のボランティア

活動は、初めてであり活動内容、方法等は駆

けつけてくれたボランティアコーデネータ 
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ーの指導で、各班のボランティアスタッフ

毎に毎日ミーテングを重ねながら、全体ミ

ーテングで調整を図る方法で運営を行った

(資料 1)。 

また住民は全て避難しており、町内のボ

ランティアグループを始めボランティア活

動に参加を望めないような状況の中で、町

の老人クラブのかたの協力を得ることがで

き、地理案内等に大きな力となった。 

資金面は、共同募金会からの配分金を中

心として、各団体からの寄付金、個人からの

寄付金により運営資金とした。 

 

 

活動にあたって 

住民は災害のボランティア活動について

の知識がないため、まず住民に内容を知ら

せる必要があった、そのために 10 月 31 日

にはぬくもりニュース第 1 号を発行し生活

情報として、入浴施設、物資、ライフライン、

ゴミ、医療、健康、治安、宿泊、道路情報を

流した。 

また、当初の混乱期には様々な人たちが

町に入ったため、住民は不安に思い、ボラン

ティアを受け入れない地区も出てきた。 

そのために、ボランティアセンターでの

受付を徹底させ不審者を見かけたら、地元

の警察と連携をとりながら対応をした。 

ボランティアに対しては、「別紙ボランテ

ィアのみなさんへ」(資料 2)を配布し、心得

や注意事項を徹底させた。 

宿泊については、当初ボランティアが持

参したテントや車中泊であったがその後小

学校の 1 部を借りて宿泊所にし、冬季間は

プレハブのボランティアセンターの一部を

宿泊施設として対応した。 

ボランティアセンターを維持するために、

食事が必要であったが、町内の店舗は閉じ

ており、食事当番を作る必要があった。11 月

初めから 12 月 20 日までの間毎日 3 食スタ

ッフのための食事を提供した。材料の調達

には食事当番スタッフがあたり大変な苦労

があった。 

また、トイレの清掃や、ゴミの処理などを

する、ゴミ班を作りボランティアセンター

内の縁の下の力持ちとして活動を行った。 

住民からの信頼を得るために、被害の多

い地区に支所を設け長期ボランティアスタ

ッフが責任者になり、住民からのニーズを

拾い上げて活動につなげていった。 

ボランティアの健康管理は大変重要であ

り日赤防災ボランティア班が救護班をつく

り対応にあたった。 

 

 

活動内容 

10 月 30 日から 5月 31 日までの活動内容

は(資料 3)のとおりである。 

支援物資の整理、配布、家屋内の片付け、

瓦礫の撤去、家具の移動、障子張り、農作業

の手伝い、ゴミだし、自衛隊の風呂の受付、

接骨師会による治療、訪問入浴車による入

浴、避難所においての見守り及び看護活動、

炊き出しの手伝い、風呂のサービス、ぬくも

りニュースによる情報の発信、仮設住宅へ

の引越し手伝い、仮設住宅の玄関の囲い、仮

設住宅への支援物資の配布、家の周りの除

雪等様々な活動を行ってきました。 
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また、元気もりもり隊の名称で、仮設の集

会所を中心にお茶会などの活動とともに、

子供のとのふれあい、お年寄りとのふれあ

いなどを通じて心のケアーの活動を行って

きました。 

 

 

まとめ 

川口町は小さな田舎町ですので、いまま

で災害ボランティアに対する対応は全くあ

りませんでした。 

大震災という大きな災害に見舞われた場

合には、住民の力や行政も限りがあります。

地元のボランティア参加者がほとんどいな

い中、県内特に県外のボランティア方が多 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数参加しての活動となりました。 

住民は最初不安や戸惑いがありましたが、

次第にボランティア活動に理解や感謝をし

ていただくようになりました。 

昨年の 10 月 30 日から 5 月 31 日まで約 7

ケ月間の長期にわたる災害ボランティアセ

ンターの活動となりましたが、ボランティ

アセンター活動が意義あるものとなったと

思います。 

最後に全国から延べで28,470人の参加を

いただいき、また支援物資や、義掲金、寄付

金、励ましの手紙など全国の皆さんから多

大な支援をしていただきましたことに対し

て衷心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


